
丸
山
徳
次
先
生
御
経
歴
・

御
業
績

御
経
歴

一
九
四八
年一一
月、
静岡
県清水
市に
生ま
れる。

一
九七二
年、
龍谷大
学
文学部
哲学
科
哲学専攻卒業。

一
九七
八
年、
龍谷大
学大
学院文
学研究
科博士
課程(
哲学
専
攻)
単位取得満期
依願退
学。

一
九七
七
年か
ら一
九七
九
年まで、
DAAD
(西ドイツ
政府・
ド
イツ
学術交流会)
の
奨学生としてケルン
大学留学。

一
九八
O
年、
龍谷大
学
文学部講
師。
同短
期
大
学部講
師、
助教
授、
文学部助
教授を
経て一
九九七
年、
龍谷大学
文学部

教
授、
現在に
至る。

この
間、
京
都大
学大学院、
大阪大
学、
富山
大
学、
京都
教育大学、
滋
賀県立
大
学、
京
都学
園大学大
学院等で
非常勤講

師を
兼務。

一
九九二
年か
ら一
年
間、
ボ
lフム
大
学客員研究
員。

一
九九六
年、
ダルム
シュ
タッ
ト工
科大
学客員研究
員。

二
OO四
年、
龍谷大
学におい
て里
山
学・
地
域共
生
学オ
ープン・
リサーチ・
セ
ン
タ
ー
(
現・
里山
学研究セン
ター)
の

設立に
関わ
り、
二
OO九
年まで
副セ
ン
タ
ー
長。

二
O一
二
年か
ら三
年間、
文
部
科
学
省の
大学設
置・
学校法
人
審
議会
(
大
学設
置分
化会)
専門委員(環
境専門委
員会)

を
務め、
ニ
O一
四
年に
は
環境専門委
員会主査。



龍
谷
哲
学
論
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第
三
一

号

四

御
業
績

【
単
著】

・『
現
象学と
科学批判」
晃洋
書
房、
二
O一
六
年

【
編
著】

・『
岩波・
応
用
倫理
学講
義
2
環
境」
岩
波書底、
二
OO四
年

【
共
編
著】

-『里
山学の
すすめ
||〈
文化と
しての
自然〉
再生に
む
けて』
宮浦
富保と
共編、
昭
和堂、ニ
OO七
年、
序章
「
今なぜ
「里

山
学」
か」、
第四
章
「里山の
環境倫理
||
環境
倫理
学の
新展
開」
執
筆

・『
里
山
学の
まな
ざし
||
〈
森の
ある
大学か
ら〉

||」
宮浦
富保と
共
編、
昭
和堂、
二
OO九
年、
序
章
「里山学の
ね

らい
||
〈
文化とし
ての
自然〉
の
探究
||」、
第一
七
章
コ森の
ある
大学」
をつ
くる
〈物語ご
執筆

【
共
著】

-『
現象学と
解釈
学』
下巻、
現象
学・
解釈
学研究
会
(代
表
新田義弘)
編、
世
界書
院、

彼岸と此
岸
||フッ
サlルか
らシユ
ツ
ツへ
||」
執
筆

・『
哲学のエ
ポツ
ク』
辻村公一
・
佐
藤三
千雄・
小熊
勢記・
神子上
恵群
編、
ミ
ネル
ヴア
書一房、

ル」
および
「ウィ
トゲン
シュ
タ
イン
と
分
析
哲学」
執
筆

一
九八
八
年、
第八
章「日
常の

一
九九一
年、
「フツ
サ1



-『医
療とバ
イ
オ
エ
シッ
クス
の
展開』
高島
拳司編、
法
律文化
社、
一
九
九
四
年、
第一一一
章「〈生
命倫理
学と
環境倫理
学〉

につ
い
て
||
統
合的視座を
求
めて
||」
執筆

・『知と
信』
佐藤三
千雄
編、
永
田文
昌堂、
一
九
九
四
年、
「
暴力の
現象学的
批判に
向けて
||
〈平和の
教学〉
の
ために

||」
執
筆

-『理
性と
暴力
||
現象
学と
人
間科
学』
現象学・
解釈
学研究
会編、
世
界書院、

構造的暴力
||
或る
傷害事件を見る
眼」
執
筆

・『生
命
倫理
学
を学ぶ
人の
た
めに』
加
藤
尚
武・
加
茂
直樹
編、
世界
思想
社、
一
九九八
年、
E
|三
「生
命の
倫理・
自然

の
倫理
||
公
害病の
生
命倫理
学を求めて
||」
執筆

・『
環
境と
倫理』
加
藤尚
武
編、
有
斐
閣、
一
九九八
年、
第二
章「文
明と人
間の
原存
在の
意
味へ
の
問い
||
水俣病の
教

訓
||」
執
筆

・『日
本思想
史にお
ける
国家と
宗
教』
福嶋
寛
隆
編、
永田文
昌堂、
一
九九
九
年、
「
戸
坂
潤にお
ける
啓
蒙の
問題」
執筆

・『応
用
倫理
学の
転換』
川本
隆史・
高
橋久一
郎
編、
ナカニ
シ
ヤ
出
版、
二
O
OO
年、
第三
章「われ
われの
応用
倫理
学

の
源
泉としての
〈
水
俣
病事
件ご
執
筆

一
九
九七
年、
第九
章「「暴力」
行為と

-『フッ
サlル
を
学ぶ
人の
ために』
新田
義弘
編、
世界
思想
社、
二
OOO年、
E
1二
「空間と
身体」
執筆

・『
社
会
哲学を学
ぶ
人の
ために』
加
茂
直樹
編、
世界
思想
社、
二
O
O一
年、
E
ー四
「権力と
暴力」
執筆

・『〔新
版〕
環境と
倫理
||
自然と
人間の
共生
を
求めて』
加
藤尚
武
編、
有斐閣、
二
OO五
年、
第二
章「人
間中心主
義

と
人
間
非
中心
主
義との
不毛
な
対立
||
実
践的公
共
哲学としての
環境倫理
学
||」、
第四
章「文
明と人間の
原存在

の
意
味へ
の
聞い
||
水俣病の
教訓
||」
執
筆

・『
水
俣玉
O
年
||ひ
ろが
る
「
水
俣」
の
思い』
最首
悟・
丹
波
博
紀
編、
作品社、
二
OO七
年、
「「鏡」
としての
水俣病

丸山徳次先生御経歴・
御業績

五
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集
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号

ム
ノ、

||
水俣病の
/と
現
在」
執
筆

・『
環
境倫理
学』
鬼
頭
秀一
・
福永
真
弓
編、
東京
大学
出
版会、
二
O
O九
年、
第四
章
「公
害・
正
義
||
「環
境」
か
ら
切

り
捨て
ら
れた
もの
/者」
執
筆

・『応用
哲学を学
ぶ
人の
ために』
戸田
山
和久・
出口
康夫編、
世界
思想社、
ニ
O一一
年、「
実践的
環境哲学と
「里
山学」

の
提
唱
||
応用
哲学の
現
場性」
執
筆

・『
地
球と
人
聞のつ
なが
り
||
仏教の
共生
観』
鍋島
直樹・
玉
城興慈・
井上
善幸編、
法
蔵館、
二
O一一
年、
「水俣病は

「環
境問題の
原点」
で
ある
||
水
俣学
と里
山
学」
執
筆

・『里山の
ガパ
ナンス
||里
山
学の
ひ
らく地
平』
牛尾
洋也・
鈴木
龍也
編、
晃
洋書
房、
ニ
O一一一
年、
第一
章「持続可

能性の
理
論と
里
山的
自然
||フクシマ
以
後の
里
山
学
||」
執
筆

・『
水
俣学講義〔
第五
集〕』
花
田
昌宣・
原田正
純
編、
日
本評論社、
ニ
O
二一
年、
第四
回「水俣病の
「責任」
と
「
教訓」

||
哲学・
倫理
学か
らの
応
答」
執
筆

・『里
山
学講
義』
村揮真
保
目・
牛尾
洋也・
宮浦
富保
編、
晃
洋
書
房、
二
O一
五
年、
第一
章「持
続可
能社会と
里
山の
環

境倫理
||里山学の
展
開
||」
執
筆

【
論
文】

-「フッ
サlルの
意
味理
論」
『
龍谷
哲学論集』
第一
号、
一
九七
六
年

・「フッ
サ!ル
哲学に
於け
る
世界
問題の
起源」
『
龍谷
哲学論集』
第四
号、

・「フッ
サlル
と
理
論l
実践l問
題」
『
龍谷大
学論集』
第四二
O
号、
一
九八二
年

・
】Jog
g
g色
、『gm
55
常時∞n
z-oass-色町四色白『
管岳町民同nFg開
Eozg旬、
『
龍谷
哲学論集』
第五
号、

一
九八
O年

一
九八三
年



-「
倫理
学における
生
活世界の
問題」
『
倫理
学研究』
関西倫理
学会
編、
第一
四
号、

・「科学の
相対
化と
方向づ
け
||
科学批判の一
視座
||」
『
龍谷大
学論
集』
第四二
四
号、

・「専門
家と
素人
||
科学批判の一
前提
||」
『
龍谷大
学論集』
第四二
六
号、
一
九八
五
年

・「ポス
トパ
ラダ
イム
科学の
分析視座」
〔訳
者解説〕、
『現代思想』
青土
社、
一
九八
五
年七
月
号

・「
学部の
争い
以
後
2gy
号旨切符岳色a
ERg-s
g)

||
大
学へ
の
聞い
の
地
平
||」
『
龍谷大
学
論
集』
第四三
O
号、

一
九八
四
年

一
九八四
年

一
九八
七
年

-「生
活世界と
合理
化
||ハ
lパ
lマ
ス
に
対
する
現象学的
批判につ
いて
||」
『
龍谷大
学論集』
第四三
四・
四三
五
合

併号、
一
九八
九
年

・「
性的差異の
倫理に向
けて」
『
龍谷
哲学論集』
第六
号、
一
九九
O年

・「〈環境
倫理
学〉
の
思想と
歴
史」
〔訳
者解説〕、
『
現代思想』
青土
社、
一
九九
O
年
二
月
号

・「科学技術と
生
命と
倫理」
『
社会科
学研究
年報』
第一一一
号、
一
九九一
年

・「現象学と
遊び
の
理
論」
『
現象
学年報』
日
本現
象学会
編、
第九
号、
一
九九三
年

・「ボ
イテン
デ
イクの
現象
学的
遊び
論〔I〕
||
遊びの
現象学的
哲学に
向けて(一)
||」『
龍谷大学論集』
第四四三
号、

一
九
九三
年

・「科学の
実
存
論的
概
念へ
の
道
||ハ
イデ
ガlの
科学論
||」
『
龍谷大
学論集』
第四
四
四
号、

・「環境倫理
学と
科学批判」
『環
境技
術』
SF出-Z0・H一
九九
四
年

・「〈遊び〉
と
社
会科
学」
『
龍谷
哲学論集』
第九
号、
一
九九四
年

・ω玄O
E--N豆回目宮ロ島町ロ。『含gmg.J
百円
相可。ミ札向尋S~

室内さぬきミS旬
、町込恒三宮ミ
ヨ食

事急-r
h。nF
E--
遺品

・「
哲学的・
倫理
学的問題群としての
〈
水
俣病〉

||
「エ
コロ
ジ
ーの
倫理
と
哲学」
の
ための
ノl
ト
||」
『
龍谷大学

一
九九
四
年

丸山徳次先生御経歴・
御業績

七



龍
谷
哲
学
論
集

第

号

八

論
集』
第四
四
七
号、
一
九
九五
年

-「水
俣病と
倫理
学」
『
倫理
学研究』
関西倫理
学会
編、
第二
六
号、

・「われ
われの
応
用
倫理
学の
源
泉としての
〈
水
俣病事
件〉」
『応
用
倫理
学の
新た
な
展
開(科
研
費報
告)』
佐
藤康
邦
編、

一
九
九六
年

一
九九六
年

-
E白σ四
円呂田P
Eg。sgo-o
型
ga
z。号ヨ石・『龍谷大学論集」
第四五
O号、

・「「
環
境」
概
念につ
い
て
||
研究ノ
lト
||」
『
龍谷
哲学論集」
第一
二
号、 一
九
九七
年

一
九九八
年

-
Z
白E20量管内田邑田口ロ仏
昇。-o笠宮町O
EEr
Eニ告白ロ
宮町四円
巴nFF
E一句忌ミ暑さ向崎町・
epv『ahnp『3
HW『
尋問、H
RES
H)同誌枠室、

」宮町『∞同国側M泡・N000

・「
技術と
倫理
(一)」
『
龍谷大
学論集』
第四
五五
号、
二
OOO
年

-
〈ESS
E色。O
B55
5巴85
昏mzz。司
自色。oEmHZ『
室ロ
臼gs
EMmap
g一均
三
g
去、母28町内宮な史認
hHミhσ内定守、

〈o--='-MW
吉田曲目CE〈由『包予NCOO

-「媒
介と
しての
応
用倫理
学」
『
倫理
学研究』
関西倫理
学会編、
第三一
号、
二
OO一
年

・「里山の
環
境倫理
|||「里
山学」
構築の
ためのノ
lト
li」
『
龍
谷大
学論集』
第四
五八
号、
二
OO一
年

・「
科学技術と
責任の
倫理」
『社会
哲学
資
料集I
||一一一
世紀日
本の
重
要諸課題の
総
合的把
握を
目
指す社会
哲学的研

究』
平
成
二二
年度科
学研究
費
補
助金
研究
成果報
告集(研究
代表加
茂
直樹)、
二
OO二
年

・「「環境の
豊か
さ」
を
求
めて
||モ
デル
としての
「里
山」」
『人
閉会
議』
二
OO三
年年
冬号

-「水
俣病事件・
環境正
義・
予
防原
則」
『
社会
哲学資料集E
||一
二
世
紀日
本の
重
要諸課題の
総
合的把握を
目
指す社

会
哲学的研究』
平
成
二二
年度
科
学研究
費補
助金
研究
成果報告
集(
研究
代表加
茂
直樹)、
二
OO四年

・「里山学の
提
唱」
『
龍谷理工
ジ
ャ
ー
ナル」
龍谷大
学理工
学会
編、
第一
七
巻一
号、
二
OO五
年



-「日
本の
哲学と
社会
学」
『フォ
ー
ラム
現
代社会
学』
関西社
会学会編、
第四
号、
二
O
O五
年

・「市民が
に
な
う予
防原則
||
環境をめ
ぐる
責任と正
義
||」
『
私た
ちにとっ
ての
「水
俣」』
「水俣」
を
子ど
もた
ちに

伝える
ネッ
トワ
ーク
編、
二
O
O五
年

・「「公
害か
ら
環
境問題へ」
は
どの
よ
うに理
解
すべ
きか?
||
予
防原則の
必
要性
||」
『
龍谷大学論集』
第四六七
号、

ニ
O
O六
年

-「里
山をめ
ぐる
環境問題としての
鳥
獣
害問
題」
『里山か
ら
見える
世界』
里
山
学・
地
域共
生
学オープ
ン・
リ
サーチ・

セ
ン
ターニ
O
O五
年
度年
次
報告書、
二
OO六
年

・「津田敏
秀の
水
俣
病事
件
論に
寄せて」
『
水俣病研究』
第四
号、
弦
書房、
二
O
O六
年

・「公
害と
予
防の
公
共
哲学・
社会哲学」
『
自然再生の
理
念に
関する
環境倫理
学的
研究』
科
学研究費助
成金萌芽研究成

果報告(研究
代表鬼頭
秀
二、
二
OO六
年

・「
自然
再生の
哲学〔序
説〕」
『里
山か
ら
見え
る
世界』
里
山
学・
地
域共
生
学オープ
ン・
リサー
チ・
セ
ン
ター二
O
O六

年
度年次
報告書、
二
O
O七
年

・「予
防(事前配
慮)
の
公
共
哲学」
『
龍谷大
学論
集』
第四
七二
号、
二
O
O八
年

・「「森の
ある
大
学」
の
里
山学と
市民連
携」、
(
財)
日
本鳥
類保
護連盟
機
関誌『
私た
ちの
自然』
Z0・凶3・
二
O一
O
年三

月
号

-「水俣病は
「環
境問題の
原点」
で
ある
||
水俣
学と里
山
学」
『仏
教生
命
観に
基づ
く
人
間科
学の
総合研究』
人間・
科

学・
宗教オ
ープン・
リサー
チ・
セ
ン
ター二
O
O九年度
報告書、
二
O一
O
年

・「日
本に
お
ける
環
境問題と
その
解決の
困難
さ」
『「エコ・
フィロ
ソフ
ィ」
研
究』
東
洋
大学
「エ
コ・
フィロ
ソフィ」

学際研究イニ
シ
ア
テイ
ブ、
第四
号別
冊、
二
O一
O
年

丸山徳次先生御経歴・
御業績

九



龍
谷
哲
学
論
集

第

号

。

-「持続可
能社会と
森林コ
ミュ
ニ
ティ」
『
哲学』
日
本
哲学会
編、
第六二
号、
二
O一一
年

・「『
文
化
的
景
観』
と
そ
の
『
保
全』
の
意
味と
意
義」
『
里
山
学
研
究一
文
化と
な
り
わい
の
景
観』
里
山
学研
究セ
ン
タ
ー

二
O
二一
年度年次
報告書、
二
O一
三
年

・「信
頼へ
の
聞い
の
方
向性」
『倫理
学研
究』
関西
倫理
学会編、
第四三
号、
二
O
二二
年

・「持続可
能社会の
条
件と
里
山的
自然」
『里
山
学研究一
里
山が
ひ
らく持続可
能社会』
里
山学研究セ
ンタ
ー二
O
二二
年

度年次
報告書、
二
O一
四
年

・「「母子
避難」
の
悲劇性と
持続可
能社会へ
の
希求」
『
龍谷
哲学論集』
第二
九
号、
二
O一
五
年

・「過去に
学ぼ
う、
公正
な
持続可能社会を
形成
するため
に」
『科学』
ニ
O一
六
年三
月号(特集一
原発
事故下の
五
年)、

岩波書
底、
巻
頭エ
ッ
セ
イ

・
書評「大
庭健
著『
民を
殺す国・
日
本
||
足尾鉱
毒事
件か
らフ
クシマへ』」
『
社会と
倫理』
南山大学社
会
倫理研究所

編、
第三一
号、
ニ
O一
六
年

・「「母子
避難」
の
根源的
な問題
||生
産と
再生
産の
矛盾」
『龍谷大
学論集』
第四
八
九
号(印制
中)

【
事
典
項
目
そ
の
他】

・『
現象
学事
典』
(木
田
元他編集、
弘文堂、一
九九四
年年)
の
四
事項
項目
(
世界、
日
常、
遊び、
フェ
ミニ
ズ
ム
と
現象学)、

三
人
名項目
(ボ
ー
ヴォ
ワール、
ハ
ンス・
ヨ
lナス、
山内
得立)
を
執
筆

・
岩波『
新・
哲学講
義
4
「わた
し」
とは
誰か』
村田
純一
編
著、
岩
波書
底、一
九九八
年、
定
義集の三
事項項目(子供、

死、
内と
外)
を
執
筆

・『哲学・
思
想事
典』
(
慶松
渉
他編集、
岩波書
底、
一
九九八
年)
の三
事項項目(遊び、
ホモ・
ル
l
デンス、
理性の
他



者)、
二
人名項目
(ホ
イジン
ガ、
カ
イヨ
ワ)
を
執
筆

・『
現代
倫理
学事
典』
(大
庭健他
編
集、
弘文
堂、
二
O
O六
年)
の六
事項項目
(
技術、
水
俣病、
環境
倫理
学、
遊び、
余

暇、
世代間
倫理)
を
執
筆

・『応用
倫理
学事典』
(加
藤尚
武
編集代
表、
丸
善出
版、ニ
O
O八
年)、
環
境
倫理の
部門の
編集
責任およ
び七
事項項目
(環

境
倫理
学、
環境
権、
公
害と
環
境
問題、
土
地
倫理、
里
山の
環境倫理、
予
防原則、
水
俣病)
の
執
筆

・『
現代社会
学事典』
(大
揮真
幸他
編集
責任、
弘文
堂、
二
O一
二
年)
のニ
事項項目(
解釈
学的
循環、
解釈共同体)
を

執
筆

【
翻
訳】

-
共
訳一
E.
カ
リース
/L.
クロ
イス
ル
/w.
デツプ
/E.

材・
教具の工
夫』
同
朋社、
一
九八三
年

ル
タ
lメ
ラl
『図説一
子ど
もの
発達と
障害
||
発達教

臣官。包ロ四回\戸。岳民
同旨一己闘
を
ま
寄邑UO署
員-wo
E5
go--oF句、ERa
E
3
ES
-き
S
Sぎをミ克明
『室内-OR

〈REm-
ωgHHm
RF回。ゴ

.
G.
ベ
lメ
/w.
フ
ァンH
デンH
デlレ
/w.
クロ
ーン「科学の
目的内
在
化」『
現代
思想』
青土社、一
九八
五
年七月号、

付説「
訳
者解説」

。2SEWOVSO\
者。-fgm
gロ色Z
ug-o\
巧o-同mgm
関g
gw
U5
25-Z52
諸島2
45回田町田曲目宮
島・
吉一
者四百四『

-
P

 

虫色町EnF2am・)喝
38ミSAq
ヨ官

町、堅守色調由同町宮内
言、
Eg-L
3∞

リク
lル
「歴
史
経
験に
お
ける
客観化と
疎外」
『
現象
学の展望』
新
田義弘・
村田
純一
編、
国
文社、
一
九八六
年

丸山徳次先生御経歴・
御業績



龍
谷
哲
学
論
集

第
三
一

号

gg-meaFo￡白
宣
言
『g関
E色刷田陣
営Basm
gao『胸骨回目EOz--n吉田

開広島ES
sn
hvp足。81
R言旬、ぬ守宮np-
ヨ少日・

国弘事自色

-
共
訳
二J.
ハ
lパ
lマ
ス
『コ
ミュ
ニ
ケイシヨ
ン
的
行為の
理
論』
下巻、
未来社、
一
九八
七年

M
gg国$
258・
思8
5
皆
吉還

さミ宮号S

M引きを員M
EFω

己官ES
SEmu
EE---混同

-
K.
s.
シュ
レ
ー
ダ
ーH
フレ
チェ
ッ
ト
「テ
クノロ
ジ
ー・
環
境・
世
代
聞の
公
平」
『
現代思
想』
青土
社、
一
九九一
年

二
月号、
付説「
訳
者解説」

同・ω-m官邑aa型冊目吉宮・
叶6OEO-。
事
昏団関室町O
ロBSF
自色岡田おお四回目円曲Eos-開SEq-
E日
開・∞-
g『包含EFgZ苦(OAFY

N円、さ
き
SSHa
ES骨折回0
28
2可oa--混-

-
B.
ヴアル
デンフェ
ルス「
現象学とマ
ル
クス
主義の
緊張の
場におけ
る
社
会
哲学」『
情況』一
九
九二
年九月
号別冊(
現

象学一
越
境の
現
在)、
付説「
訳
者解説」

回目BEa
dE色町民自FmONEz--o回O
EO-S
8
82旨加国PE
gロ
EEOBSOEms
g色
富
島HZszp
gH
0・
20笠邑(白色-Y

Dミ
SEEq
三位。h§
守

、zghR3g40--P
EqHn泊o
aSHOES-
S∞M-

-
共訳一
シュ
レ
ーダ
ーHフレ
チェ
ッ
ト
編『
環
境の
倫理』
晃洋
書房、
一
九九三
年

封切・ω

ZH邑RBFgzs(白色-Y
N叫ミ
き
ミ諮
問一翼民周忌常伊
豆町切O何者。。弘
司町田闘
志∞
ご
32

・
共
訳一
ハ
イ
デッ
ガl
全
集
第一
巻『初期
論文
集』
創
文社、
一
九
九六
年、
岡
村信
孝と
分担訳

・
ゲル
ノl
ト・
ベ
lメ
「
哲学するこ
との三つ
の
あり
方」
『
龍谷哲学論集』
第一一
号、
一
九九七
年

フエ
ツ
タ
l
「
無
意
識の
概
念につ
い
て
の
思
索
||
精
神
分
析と
現
存
在
分
析
||」
『
龍
谷
大
学
論
集』
第一一一
号、

H 
一
九
九八
年

-
エ
ルマ
l・
ホ
lレン
シュ
タ
イン
「ソク
ラテス
||
死
刑〔自死
刑〕
後二
四
O
O年
||」
『
龍谷
哲学論
集』
第一
八
号、



二
O
O四
年

-
ゲル
ノ
l
ト・
べ
l
メ
「
身
体
的
実
存の
倫
理
||
鍛錬
術と
修辞
術との
聞の
道
徳
||」
『
龍谷
哲
学
論
集』
第一
八
号、

二
O
O四
年

-
ゲルノ!
ト・
ベ
lメ「『
ドイツの
不
安』、
それと
も『
ドイツの
奇蹟』
?
||フ
クシマ
と
ドイツ
に
おけるその
帰結」『龍

谷
哲学論集』
第二
六
号、
二
O
二一
年

-
ゲル
ノlト・
べ
lメ「よ
く
人間で
あるこ
と
35
zg∞nz
r
g
illひとつ
の
原・
倫理
学」『
龍谷哲学論集』
第二
八
号、

二
O一
四
年

丸山徳次先生御経歴・
御業績


